
反応

即 文江･rf介苛.il!･岡trl守彦 ･大沢 抗
m18回ブt)マーチス研兜全 く1974)

ll)アカゲザルとマソトヒヒの削烈牲･代謝性反応

rf.介碍災 ･原 文江 ･岡田勺甥

El片文夫 ･大沢 折
卯18回ブ1)マーチス研究会 (1974)

神経生理研究部門

久保田琉･二木宏明･松波謙一

研 究 概 要

1) 珊瑚･WJ.の開催の神経生理学的研究

久保四沈 ･酒非JT.樹1)

前頭柴のニューロソ活動と遅延反応の関係の解析を統

けており,､心理部門小嶋祥三氏の参加で遅延反応を学田

していく過程での前頭雅ニA-I,ソ活動の変容を追及

し,サルが反応に一attentive'になることで活動を和すニ

i-Pソ郡の存在が折柄された.

総 税

1) 久保m耽(1974);記憶の神経機桝.自然(5F1号):

54-610

論 文

1) ChnSC,M.H.,M.ち.Sterman,K.KIlbottl,and

C.D.CIcment(1973):ModlllLltionofmasseteric

nnddig.lStricncurllnctivityhystimtll.ltion()fthe

dorsolntemlcerebmlcortexinthesqlllrreltnonkey.

ExP.NEtLTOt.41:277-289.

2) Conrad,B.,K.MLltSunami,J.Meyer-Lohm.inn.

M.Wiesend.lngerand V.B.Brooks(1974):Cor-

tic.ll10;ldcompcnsntionduringvolunt.lTy elbow

movements.Bl･ainResEal,ch71:5071514.

報 告 そ の 他

1) 久保田洗(1973):顎運動への運動性皮質の関与につ

いて｡顎口腔総合研究施設報告書,p.420

学 会 発 表

1) 腕のm付随窓辺動の岬のGI求心力を受ける3.1野=-

1-Pソのi占動について

弓矢治秀 ･久保田枕･tR約広
那50回El木出現学会大会 (1973)

2) サルの遅延反応岬の vis110k'1neticneuronについて

久俳m奴･鈴木邦夫
那50阿r]*JJi肝 ;I:会大公 (1973)

1)京大･理

3) 光･てこ押し反応における油剤 岬 のエA.一口ソ活
取り

寺田ノr･ll三桝･F.Horvath
卯50回n水化呪'If:余大会 (1973)

心理研 究部門

窒伏約千･井沢允千

伐野俊夫 ･小嶋神三

研 究 概 要

1) スプリット･プレイソにおける視覚情報伝達と反応
決定の機構の研究2)

塁伏靖子 ･南雲純治3)

切断脳ザルを用いて,反応時間を測定した結果,視覚

刺故を与える半球と,手の運動支配の半球とが異なる場

令,反応時間のばらつきは大きくなり,700-1,㈱ msec.

のfT<い反応時間符に二つめの分布の山がみられた｡これ

は.反応決定のプロセスに二つあること,すなわち半球

問のコミーニケ-シ､三ソがうまくセットされた場合と,

セットされないで信号検出にZA放した切合のあることを

7Tl･唆している｡

2) I-ホソザル放飼群における環境変化と行動の変容

E.TobtlCh4)･_G伏杓子
氾外との交班の項参照｡

3) 51'(邦*-1I'::･)tTh'アジア研究セソクーの沿外学術調衣
｢烈引け ジア地城における自然環境と人間活動｣に参加

し,クイrqJ:ソコク郊外の農村及び中部ジャワの凸村に

おいて.現暁と人間のかかわりあいを行動分析の立切か

ら調FcしたO

浅 野 俊 夫

4) 記憶のメカニズム

非 探 允 子

1. 視覚的短期記憶の処理過程の行動的分析,遅延時

間-再生率,刺激入力時間一再生率の換討

2. 短期記憶の生理学的背景機構5), 側頭葉の破壊実

験によって,視覚的短期記憶に必須の部位の決定.下

部側頭回の前部がこれにあたることを解明した｡

5) 前頭葉機能の研究6)

小 鴨 神 三

遅延反応を行なっているサルのTlEt疏前野Jl･からニ1-I,

ソ活動を記録し,この行動に前爪前野がいかに関係する

2)久保rll耽 (神経iti和研究部門)との兆同研究｡

3)文部技官

I)アメt)カ自然史W･物郎

5)久休m定筏,JJ川'･LR- (抑神経科':7:総令研)との非同
研究0

6)久保田班との光岡研死｡
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かな枚対した｡48年度は,遅延反応の学習段階とニ>-

pソ括王臥一また光刺激に反応し,バー押しに先行するニ

ューロソの検討を行なったC

総 説

1) 名':伏n子(1973):動物の"ことは'tl-その行動的追

班.)ム拙く8月号);24-350

2) 亘7.伏杓子(1974):脳の二重活動0人間･この未知な

るもの(4)｡pp.58-61｡ダイヤモソド･タイム社o

学 会 発 表

1) 軟化スケ.}>-ルの検討一比率スケジュール

鏡 野 俊 夫

日本心理学会第37回大会 (1973)

2) ニホソザルの delayedmatchingtosampletask

における学習行動- 遅延時間の関数としてo

井探允子 ･長谷川政夫 ･岩原侶九郎

日本動物心理学会約33回大会 (1973)

3) 遅延色合わせ課題における下部側頭回の部分破壊の

影響

非探允子･久保田放･岩非栄一

日本心理学会卯37回大会 (･1973)

4)サルの自己刺故に関する研究- FRスケジユール

での反応バクーソ

小 嶋 祥 三

日本心理学会約37回大会 (1973)

社会 研究部 門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 滋 ･鈴木 晃

研 究 概 要

1) ニホソザルの分布約的研究

川村俊蔵･東 液

紀伊半占いこおいて,サルの分布を広域調査し,これま

でのYt料とあわせて,既知の分だけで 1,800km2以上の

迎枕分れi城があることをつきとめ,さらに西へ連続する

ことな拙泣した｡そのほかいくつかの孤立した分布地が
ある｡千:Ai紙同寺共同研究員との協力のもとに,多角庇か

らの介祁約的な分析を行なっているoそのほか,L5攻県

下における研究も行なった｡

2) 狩出占ホソザルの郡れ社会の研究

1. 小玉仏における経年変化の研究

川 村 俊 蔵

小豆f71を10年の空自の後に再調査し,さまざまな

ヒ1-マソ イソパクトのもとで,群れがどのよう

に変化し,行動域がかわったか否かを調べた｡

2.小豆島K群および滑床A群における性行動の研究

川 村 俊 磁

大島清を代表者とする霊長煩の生把生理に関する

基礎的研究の一環として,上記の2つの群れについ

て,性行動の開始と終息の時期および個体問の性行

動の頻度の推移について研究した｡

3. ポビュレ～シ;ソ分布,および遊動と現境要田に

関する研究

東 泣･足沢氏成1)

4.下北半島のニホソザルの社会生抜学

51三 弦

5. ニホソザルの個体群の維持･生活の維持にお●よは

す森林施業,その他の humanimpactの形野

末 滋

3,4,5については年報第3巻6頁参照0

3) 海外調査に関するもの

1. ゲラ〆ヒヒの社会 ･生態学的研究2)

河合雅雄 ･森栴代3)

エチオピアのセミエソ地区でゲラダヒヒの2--

ド(105,27)を個体識別し,精密な祝祭を行なっ

た.--ドとワソメイルユニットの社会榊造,社会

関係 (順位,グルーミソク,血縁等),性関係,性行

動,性周期,コミーニケーツ註ソ,社会的成R,ア

クティビティー.遊動生活について,Ti的･皿的な
研究を行なった.また,-～ド問の関係な4ハード

について調べ,ゲラ〆ヒヒ社会の全貌を把擬した｡

2. 771)カにおける盟長現の生位学的折兜

鈴 木 晃

霊長析研究所特別事業の第2年度として,兜咋皮

に引き絞き,昭和48年6月14日より昭和49年6月16

日まで,ウガソダ･ケニヤ･タソザエアで霊長桝の

生態学的研究をおこなった｡主としてウガソダのブ

ドソゴの森において,チソバソジー,アビシニアコ

ロブス,ブルーモソキー,アカオザル,サパソナモ

ソキー,ヒヒの生態学的研究を行なった｡

4) 自然保護に関する作業

川村故殺･5k一 絃

鈴施有料道路 (継綻),大峯山系および他野地-)J-,51I

rll国山地において,自然保掛こ関する誠礎誹3韮ならびに

意見具申を行なった｡

5) 野生獣Wlの保護と粒林業への被培防除の基礎的研兜

1)教務祈佐貝

2)大沢秀行 (生活史研究部門),岩木佼夢 (九大･理)

との共同研究｡

3)教務職員
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